
６ 指宿地域の特色を生かした花き産地の育成                               

「観葉のまち指宿」の産地化に向けた支援        

 

 

 

 

 

 

 

１ 対象                               

（１） JAいぶすき観葉植物部会 47戸 

 

２ 課題を取り上げた理由                               

（１）近年の担い手農家の減少や生産・流通コ

ストの増大，競合産地の台頭等の影響で JA

共販額が減少傾向にある。 

（２）指宿市が全国有数の観葉植物の生産地で

あると花き業界では知られているが，県内

をはじめ一般にはあまり知られていない。 

（３）知名度がある地元観光資源（温泉，菜の花

マラソン等イベント）をうまく活用できて

いない。 

（４）このようなことから，生産者と農政・観光

関係の関係者が一体となった，観葉のまち

指宿協議会を設立。PR 活動班（市），イベ

ント PR班（JA），PRアイテム制作班（振

興局）に役割を分担し，令和 2 年度から観

葉のまち指宿推進事業（地域振興推進事業）

を展開している。 

 

３ 活動の内容及び成果             

（１） PR活動の支援 

 ア 展示・販売会 

JR 九州博多駅イベントやセンテランス

天文館マルシェ等に参加し，観葉植物の展

示・販売を行った（写真１）。 

 イ メディア 

   NHK 福岡放送局で行われたはっけん

TV・はっけんラジオや，県政広報番組（ふ

るさとかごしま）に出演した。（写真２） 

PR活動を通して，県内外消費者へ「観葉の

まち指宿」を PRすることができた。 

    

  
 

 

 
 

 

（２）PRアイテムの作成支援 

 ア カーラッピング 

   出荷用トラックへの装飾を支援した。ロ

ゴマーク，キャッチフレーズを装飾し，今

後，走る広告塔としての PR 活動が期待さ

れる。（写真３） 

 イ PR動画の作成 

   大手バイヤーと連携した産地の PR 動画

（５名の生産者と市のPR動画）を製作し，

「観葉のまち指宿」web サイトの充実を図

った。（写真４） 

  

 

 

１ 知名度向上のための「観葉のまち指宿」の様々な PR活動と，PRアイテムの作成を支援し

た。 

２ 「観葉のまち指宿」産地戦略をまとめた産地ロードマップの作成を進めた。 

３ 観葉女性部「Ｍｓ.の会」の再始動を支援した。  

 

成果の要約 

写真１ 展示・販売会の様子 

 

写真２ メディアによる PR活動の様子 

 



 

 

 

 
 

 

（３）産地ロードマップの作成支援 

観葉のまち指宿協議会企画会へ，今後の産

地戦略の必要性について提案し，生産者や市，

JA，県が一体となって産地目標を掲げ，産地

拡大を実現するための産地ロードマップの作

成を進めた。 

（４）観葉女性部「Ms.の会」再始動の支援 

  観葉女性部Ms.の会は，令和４年２月に５ 

名で再結成し，令和４年度は「女性の就農環 

境改善緊急対策事業」を活用して，指宿の観 

葉植物の知名度向上，販路拡大，仲間づくり

に取り組んだ。 

ア． マーケティング研修(福岡・東京) 

 

写真５ 九州日観(株)の研修の様子      

福岡や東京・神奈川の市場や販売先での情報

収集や販売先の意向把握や販売ブースの見せ

方，購入しそうな消費者，販売価格帯，販売店の

特徴など研修した。 

イ．マルシェに出店 

   ５月センテラス天文館のマルシェに５日間出店

し，消費者ニーズの調査(好まれる品種，サイズ，

価格など）を実施した。８月フラワーパークかごし

ま，10月ボルダーテラス（鹿児島市）での出店

は，その結果を参考に品揃えをした。また，図の

ようなロゴマ－クを会員で考案

し，ショップカ－ドを作成し，マ

ルシェ等で来客者に配布・Ｐ

Ｒできるよう支援した。 

ウ．知名度アンケート調査 

 フラワーパークかごしまでのマルシェ時に観葉

植物への関心や購入の目的，購入価格の目安，

指宿の観葉植物の知名度などについて来場者

100 名にアンケート調査をし，消費者ニ－ズの把

握を行った。          (３名無回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ．ＳＮＳを活用した情報発信 

  CoCoDig.LLCの富田貴子先生

を講師に，インスタグラムの開設

やスマホ撮影の演習をし，ショップカードの裏面

にはインスタグラムの QR コードを印刷した。ま

た，東京の観葉植物取扱店から，他産地紹介動

画も紹介して頂き，情報発信の重要性を認識し

た。10月のマルシェの周知は，インスタグラムで

発信した。 

４ 今後の課題                                   

（１）PRアイテムを活用した PR活動の実施お

よび SNS等を活用した産地情報の発信 

（２）産地ロードマップに基づく産地戦略の実

践支援 

（３）観葉女性部「Ms.の会」の会員拡大と指宿

の観葉植物の知名度向上 

５ 担当した普及職員（○はチーフ）           

 ○黒木，上福元 

写真３ カーラッピング後のトラック 

 

写真４ PR動画撮影の様子 
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知ってる 知らない


